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 屋外広告物は、私たちに様々な情報を提供したり、街を活気づけたりするものとして有益なものです。 

 しかし、屋外広告物が無秩序、無制限に氾濫すると、街の景観や自然の風致が損なわれることになります。 

 また、屋外広告物の設置や管理が適正に行われないと、強風や地震などにより、通行人（住民）等に危害を及ぼすこと

になりかねません。 

 このため、岩手県では「屋外広告物条例」を制定し、屋外広告物に対し必要な規制を行っています。 

 この「手引」は、屋外広告物を掲出する皆様に、屋外広告物に関する規制の概要を正しく理解して頂き、適正な屋外広

告物の掲出が行われるよう、作成したものです。 

 ここに掲げるルールをご理解いただき、岩手の良好な景観を形成・保全し、うるおいのある美しい街並みが創出されま

すよう、皆様のご協力をお願い致します。 

 

１ ルールを守った屋外広告物の掲出を… 

 

  看板などの屋外広告物には、掲出する場合に許可を受けなければならないものや届出が必要なものなど、一定の制限

があります。 

  広告物を掲出する際には、あらかじめお近くの広域振興局土木部等にご相談下さい。 
 

２ 屋外広告物とは… 

 

 

  ① 常時または一定の期間連続して、 

  ② 屋外で、 

  ③ 公衆（不特定多数の人）に、 

  ④ 看板、立看板、はり紙や広告板、 

    建物その他の工作物等に、 

 
 
 
 

３ あなたの広告物は適正ですか？（屋外広告物条例の概要） 
 

  

   

 

 

 

  

   

 

 

美しい景観と街並みは、岩手県の大切な地域資産です。 

 

 

［その他のルールには、次のようなものがあります］ 
禁止物件

に表示す

る場合 

× 
（原則禁止） 

それ以外

の場合 

△ 
（許可申請が必要） 

※許可の基準は、15 の地区に区分 
されます。 

※自家用広告物、公共目的広告 
物、案内誘導広告物のみ設置で 
きる地区と、それ以外の広告物 
も設置できる地区があります。 

（例外） 

■適用除外に該当する場合 

 特に規制なし 

※「禁止広告物」に該当する場合は、上の表の

区分にかかわらず、一律に禁止となります。（例外

はありません。） 

うるおいとやすらぎのある景観のために 

屋外広告物とは、次の４つの条件を満たすものをいいます 

屋外広告業の登録 違反広告物に対する措置 

広告物を表示する者の義務 罰   則 

 掲出・表示されたもの 

屋外広告業を営む場合は、事前の登録が必
要です。 

①登録制(条例§17) 

②業務主任者の設置(条例§28) 

簡易な違反広告物は、県が直接除却を行
います。それ以外のものについては、表示
者に是正のための措置を命令します。 

①措置命令(条例§15) 

②簡易除却(法§７-４) 

③立入検査(条例§16） 

①許可の表示(条例§10) 
②管理義務(条例§13 の３) 
③点検(条例§13 の４） 
④許可期間満了後の除却義務(条例§14) 

⑤管理者設置義務(条例§16 の 10) 

条例に違反したときには刑事罰を受ける
ことがあります。 

(条例§37・38・39・40・41・42) 

 
屋外広告物条例を守って、美しい岩手の景観と街並みを作りましょう。 
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禁止広告物  次のような広告物は、どんな場合にも、表示・設置することはできません。 
                           （条例第３条） 

   

・ 著しく汚れたり、色があせたり、塗装がはがれ又は破損等し、良好な景観の形成、風致の維持
を妨げるようなもの 

・ 倒れたり、壊れたり、落下するおそれのあるもの 
・ 信号機や道路標識と類似し、又はその効果を妨げる、或いはそのおそれのあるもの 
・ 道路交通の安全を阻害し、又はそのおそれのあるもの 

   

 

 

禁止物件  次のような物件には、原則として広告物を表示することができません。 

                           （条例第５条） 

   

 

・ 橋梁、横断歩道橋、街路樹、路傍樹 
・ 信号機、道路標識、防護さく、駒止め、ガードレール、里程標 
・ トンネル、高架構造物、石垣、擁壁 
・ 消火栓、火災報知機、火の見やぐら、銅像、記念碑、郵便ポスト、公衆電話ボックス、路上変
電塔、送電塔、送受信塔及び照明塔 

 

・ 電柱、街灯柱その他これらに類するもの 

 

・ 適用除外に該当する場合 
・ 一部許可を受けられる場合があります。詳細は最寄の窓口まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①と②の例外 

②原則として立看板、はり紙、はり札の表示が禁止 

①原則として全種類の広告物の表示が禁止 
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適用除外  社会生活を営むうえで最低限必要な広告物については、一定の基準内で規制の対象

から除外しています。（条例第７条） 

   

(１) 次のような広告物は、許可を受けずに表示することができます。（禁止物件に表示する場合

も同様です。） 

・ 道路標識など法令の規定により表示する広告物 

・ 国、地方公共団体が公共的目的をもって自己の庁舎等に表示する広告物又は自己の管理する

土地に管理上の必要に基づき表示する広告物（その他の広告物については、事前に届出が必

要） 

・ 公共的目的をもった法人（知事が指定）が公共的目的をもって当該施設等に表示する広告物

又は自己の管理する土地に管理上の必要に基づき表示する広告物（その他の広告物について

は、事前に届出が必要） 

・ 公職選挙法による選挙運動のために表示する広告物 

・ 公益上必要な施設に寄贈したものの氏名、名称などを表示し、表示面積、表示箇所等が基準

に適合する広告物 

・ 天災地変など緊急やむを得ない場合に表示する広告物 

・ 自家用の広告物（自己の住所に、氏名、名称、店名、商標、自己の営業等の内容を表示する

もの）で表示面積が、１事業所あたり 10 ㎡以下のもの（禁止物件にあっては、石垣、擁壁、送

電塔、送受信塔及び照明塔、煙突、ガスタンク及び水道タンク、景観重要建造物に表示するも

のに限り表示でき、その場合２㎡以下のもの） 

 ・ 自己の管理する土地などに表示する２㎡以下の管理用の広告物（禁止物件にあっては、石

垣、擁壁、送電塔、送受信塔及び照明塔、煙突、ガスタンク及び水道タンク、景観重要建造物

に表示するものに限る） 

(２) 次のような広告物は、許可を受けずに表示することができます。 

 ・ 工事現場の板塀等の仮囲いに表示する絵画等 

 ・ 冠婚葬祭又は祭礼等のため一時的に表示する広告物 

 ・ 講演会、音楽会等のため会場の敷地内に表示する広告物 

 ・ 人、動物、車両等に表示する広告物 

 ・ 地方公共団体が設置した掲示板に貼るはり紙で、表示面積が１㎡以下、かつ表示期間が１ヶ

月以内のもの 

 ・ 表示面積が 0.25 ㎡以下のはり紙で、第２種及び第３種市街地景観地区に表示するもの 

 

〔自家用広告物で適用除外となる例〕 

 

 

  



5 

 

４ 許可の基準 

 

共通基準  
(１) 形状、面積、色彩、意匠その他表示の方法が良好な景観の形成若しくは風致の維持を妨げ、

又はそのおそれのあるものでないこと。 

(２) 倒壊又は落下のおそれのないこと。 

(３) 信号機又は道路標識と類似し、又はこれらの効用を妨げ、若しくはそのおそれのあるもので

ないこと。 

(４) 道路の交通の安全を阻害し、又はそのおそれのあるものでないこと。 

(５) 岩手の景観の保全と創造に関する条例（平成５年岩手県条例第 35 号）第 18 条第１項の規定

に基づき登録された優れた景観を眺望できる地点から眺望できる優れた景観の保全に支障を及

ぼすものでないこと。 

(６) 広告を表示しない面及び脚部で望見可能な部分が塗装されたものであること。 

(７) ネオン・サイン、イルミネーションその他の発光し、又は照明する装置のある広告物又は広

告物を掲出する物件にあっては、踏切、信号機、主要な交差点（幅員８メートル以上の道路が

相互に交差する三差路以上の交差点をいう。以下同じ。）の角、道路標識（主要な交差点の角

から 10 メートル以内にあるものに限る。）及びカーブミラー（以下「踏切等」という。）から

の距離が 10 メートル以上であること。ただし、自家用広告物又は建築物利用広告物（簡易広告

物であって建築物に表示されているものを含む。）については、この限りでない。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

許可における

広告物の種別 
 次に掲げる広告物の種別及び広告物を表示・設置する地域・場所の区分ごと
に、異なる許可の基準があります。（条例第６条第２項） 
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岩手県の屋外広告物条例が適用される範囲は、岩手県全域（中核市で

ある盛岡市及び権限移譲された市町村の区域を除きます。）とします。 

また、区域内を景観上の特性が異なる区域に区分し、特性に応じた良

好な景観と街並みの形成を図ります。 

 

岩手県景観計画区域（景観行政団体９市町を除

く。）に、岩手県景観計画の区域区分に準ずる区

域分けをした北上市・遠野市・一関市・釜石市・

奥州市・一戸町の６市町の区域を加えた全域 

 

 

特に良好な景観の形成が必要な地域を指定し、

地域の特性に応じた広告物の掲出を行おうとす

る制度により指定した地区 

岩手県屋外広告物規制区域 

景観保全型広告整備地区 
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広告物の種別及び広告物を表示・設置する地域・場所の区分ごとに、異なる許可の基準となりま

す。（条例第６条第２項） 同手引Ｐ６参照 

※ 自家用広告物・公共目的広告物の許可基準（特別地域除く。）です。 

 

種類別基準  
１．建植広告物等  

 

建植広告物（野立て広告物）…土地に建植するもの 

 ・ 広 告 物 の 大 き さ…最大投影面積が 10～30 ㎡以下であること。 

 ・ 広告物相互間距離…0.2ｍ以上であること。 

 ・ 交 差 点 規 制…踏切、信号機、主要な交差点の角、道路標識及びカーブミ

ラーからそれぞれ 10ｍ以上離れた場所に設置すること。（自

家用広告物を除く。） 

   

〔広告物の大きさ〕 

                     最大投影面積 10～30 ㎡以下 

 

合計 10～30 ㎡以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔交差点規制〕 

 

 

  

アーチ広告物 

 ・ 広告物最上端の高さは地上から３～20ｍ 

以下であること。 

 ・ 最大投影面積は 10～30 ㎡以下であること。 

・ 踏切、信号機、主要な交差点の角、道路標 

識及びカーブミラーからそれぞれ 10ｍ以上離 

れた場所に設置されるものであること。 

・ 国道、県道、幅員８ｍ以上の市町村道上に 

設置されるものではないこと。 

 

広      告 

３～20ｍ 
以下 

道 路 
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２．建築物利用広告物  

 

屋上広告物…建築物の屋上に建植するもの 

広告物の高さ…屋上面からの高さが地上から屋上面までの高さの 

1/3～2/3 以下であること。 

       地上から広告物の上端までの高さは、15～51ｍ以下であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広告板（壁面広告物） 

 ・ 広 告 物 の 大 き さ…表示面積は、10～300 ㎡以下であること。 

               （商業地域内特定大規模集客施設に係るものにあって

は、400 ㎡以下であること。） 

 ・ 広告物相互間距離…0.2ｍ以上であること。 

・ 各表示面における投影面積が該当表示面の表示方向から見た当該建築物利用広告物

に係る建築物の投影面積の 100 分の 15～30 以下であること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地上から 15～51ｍ以下 

① 自然景観地区     15ｍ以下 

② 農山漁村景観地区   21ｍ以下 

③ 第１種市街地景観地区 21ｍ以下 

④ 第２種市街地景観地区 48ｍ以下 

⑤ 第３種市街地景観地区 51ｍ以下 

屋上面からの高さが地上から 

屋上面までの高さの 

  1/3 以下（①、②、③） 

  2/3 以下（④、⑤） 

地上から 

設置位置までの高さ 
（建植） 

 

 

 

 

（耐火、耐震構造） 

広告 

（第２種市街地景観地区の場合） 

建築物利用広告物 

・ 表示面積≦50 ㎡（１広告物あたり） 

・ 各表示面における投影面積が、建築物の

投影面積の 100 分の 25 以下 

 

計算例 壁面積＝12×7.5＝90 ㎡の場合 

： 表示面積(Ａ)＝15≦50 ㎡ 

： 表示面積(Ｂ)＝５≦50 ㎡ 

： 投影面積＝15(Ａ)＋５(Ｂ)＝20≦22.5 ㎡ 

（投影面積限度＝90×25/100＝22.5 ㎡） 

12ｍ 

7.5ｍ 

Ａ広告 

15 ㎡ 
B 広告 

５㎡ 
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そで看板（突出広告物） 

 ・ 広 告 物 の 大 き さ…各表示面における投影面積が当該表示面の表示方向から見た

当該建築物利用広告物に係る建築物の投影面積の 100 分の 15

～30 以下であること。 

 ・ 広 告 物 の 出 幅…建物その他の工作物等からの出幅は、２ｍ以下であること。 
 

 

 

  

３．簡易広告物  

 

広告幕、広告旗、のぼり 

 ・ 広告幕等の幅…1.5ｍ以下であること。 

 ・ 道路を横断する広告幕にあっては、踏切、信号機、主要な交差点の角、道路標識及

びカーブミラーからそれぞれ 10ｍ以上離れた場所に設置されるものであること。 

 

アドバルーン 

 ・ 気球の高さ…係留場所から 50ｍ以下であること。 
 ・ 電線、煙突その他の施設等に接触するおそれのないものであること。 
 

２ｍ以下 

50ｍ以下 

1.5ｍ以下 

1.5ｍ以下 
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電柱巻付広告物、電柱そで看板 

◎ 電柱巻付広告物 

 ・ 上下の長さは、1.5ｍ以下であること。 

 ・ 広告物の最下端の高さは、1.2ｍ以上であること。 

◎ 電柱そで看板 

 ・ 上下の長さは、1.2ｍ以下であること。 

 ・ 電柱からの出幅は、0.5ｍ以下であること。（ただし、電柱等の保守管理上必要な

足場部分を除くことができるものとする。） 

 ・ 同一の電柱等に同一種類のものを２個以上設置しないこと。 

◎ 電柱巻付広告物、電柱そで看板共通 

 ・ 踏切、信号機、主要な交差点の角、道路標識及びカーブミラーからそれぞれ 10ｍ以

上離れた場所に設置されるものであること。 
 

  

〔電柱巻付広告物〕 
 

  

 

〔電柱そで看板〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 

 

告 

２枚を針金で留めてい

る場合は、２個の広告物

であること。 

1.5ｍ以下 

1.2ｍ以上 

1.2ｍ以下 1.2ｍ以下 

0.5ｍ以下 0.5ｍ以下 

（歩車道の区分がある場合）  （歩車道の区分がない場合） 

車道    歩道 車道 

広 

 

告 

広 

 

告 
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はり紙等 

 

※表示面積が 0.25 ㎡以下のはり紙は、同一種類のはり紙は周囲１メートル以上離すこと
を条件に、第２種及び第３種市街地景観地区において許可を受けないで表示できます。 

 

広告物の種類 基準面積 高さ基準 備   考 

はり紙 2.0 ㎡以下 ― 相互間距離制限あり 

はり札 0.2 ㎡以下 ― 相互間距離制限あり 

立看板 2.0 ㎡以下 3.0ｍ以下 交差点規制あり 

  

広告柱（置広告物） 

 ・ 最大投影面積は２㎡以下であること。 

 ・ 高さは３ｍ以下であること。 

 ・ 踏切、信号機、主要な交差点の角、道路 

標識及びカーブミラーからそれぞれ 10ｍ以 

上離れた場所に設置されるものであること。 

 

 

 

 

 

【参考】 
岩手県では、「岩手県景観計画区域

図及び岩手県屋外広告物規制区域
図」を販売しています。 

１図葉 75,000 分の１、Ａ０版（Ａ
４折）で、４枚構成（４分割図）と
なっており、裏面は、景観及び屋外
広告物に係る届出及び許可申請等に
係る概要となっています。 

行政情報センター及び行政情報サ
ブセンターの各窓口で販売していま
す。送付による購入を希望される場
合は行政情報センターまでお問合せ
ください。 
 
行政情報センター 
電話：019-629-5062 

 

 

３ｍ以下 

安定した 

構  造 
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５ 許可申請手続き等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ その他の手続き 

 

 

 

 

６ 手数料 

  許可申請時に、下表による手数料を岩手県証紙で納付してください。 

  なお、政治団体（政治資金規正法による届出済）が、はり紙、はり札、立看板の表示許可を受けるときは、手数料は

要りません。 

区     分 単  価 手 数 料（円） 

は り 紙 50 枚までごとに 300 

は り 札 １枚につき 100 

立 看 板 １枚につき 350 

広 告 柱 １個につき 800 

電 柱 巻 付 広 告 物 １個につき 500 

電 柱 そ で 看 板 １個につき 500 

広告幕、広告旗及びのぼり １枚につき 550 

ア ド バ ル ー ン １個につき 2,650 

ア ー チ 広 告 物 １個につき 3,200 

広告板、そで看板、

建植広告物、屋上広

告物その他これらに

準ずる広告物 

表示面積が１㎡のもの １枚又は１個につき 600 

表示面積が１㎡を超え３㎡までのもの １枚又は１個につき 1,100 

表示面積が３㎡を超え６㎡までのもの １枚又は１個につき 1,700 

表示面積が６㎡を超え 10 ㎡までのもの １枚又は１個につき 2,200 

表示面積が 10 ㎡を超えるもの １枚又は１個につき 
2,200 円に 10 ㎡を超えた５㎡ま

でごとに 750 円を加算した額 
備考 

１．ネオン・サイン、イルミネーションその他の発光又は照明の装置のある広告物又は広告物を掲出する物件に係る手数料の額は、この表により算定し

た額に当該額の５割に相当する額を加算した額とする。 

２．表示面積は、表示されるすべての広告面の合計面積とする。 

３．変更又は改造の許可に係る手数料の額は、変更後又は改造後の広告物又は広告物を掲出する物件について、この表より算定した額とする。 

広告物の設置 

許可期間満了 

除   却 

管理者等設置（変更）届 

変更等許可申請 

更新許可申請 

 

・広告物等を設置する場所及びその付近見取図 ・色彩、意匠及び表示等の方法を示す図面 

・広告物の形状、寸法等を示す図面等     ・広告物等を設置する場所の所有者の同意書等 

屋外広告物等表示等許可申請書 

 

・広告物等を設置する場所の 

所有者の同意書等 

・広告物のカラー写真 

・安全点検報告書 

許   可 

広告物を設置する場所を所管する広域振興局土木部等 

申請書の作成 

広告物を変更・改造しようとするとき 

広告物管理者を定めたり変更したりしたとき 

広告物を継続して設置しておくとき 

許可証票の貼付、許可の押印等 

更新に必要な書類 

遅滞なく

事前に 

許可期限２週間前までに 

 

広告物の高さが４ｍを超える場合には、工作物の確認が必要です。  広告物を、道路上に設置する場合には、道路管理者の道路占用許可が必要です。 

 

農地への広告物の設置には、農地転用許可が必要です。 

建築基準法の手続き 

農地法の手続き 

道路法の手続き 
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７ 景観保全型広告整備地区 

  景観保全型広告整備地区制度は、主要地方道の沿線地区、駅前広場、メインストリート等の地域の顔となるような地

区において、特に良好な景観の形成が必要な地域を指定し、地域の特性に応じた広告物の掲出を行おうとする制度で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 広告物協定地区 

  広告物協定地区制度とは、そもそも景観形成は、行政の取組みだけではなく、地域住民の取組みも必要であることか

ら、商店街等の地域住民の自主的な取組み（広告物協定の締結等）がなされた場合にその実現のための支援制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

９ 屋外広告業の登録 

  県内（盛岡市の区域を除く）で屋外広告業を営もうとする方は、岩手県の登録を受けなければなりません。登録の有

効期間は５年間です。 

  登録営業所は、各都道府県等が行う屋外広告物講習会の修了者、屋外広告士、広告美術科の職業訓練指導員免許、広

告美術仕上げの技能検定合格者または広告美術科の職業訓練修了者等の資格所有者を業務主任者として設置しなければ

なりません。 

  広告物を設置しようとするときは、登録業者に依頼してください。 

 

101 管理義務 

  屋外広告物を表示する者（表示者）、屋外広告物を掲出する物件を設置する者（設置者）及び屋外広告物又は屋外広

告物を掲出する物件を管理する者（管理者）は、屋外広告物又は屋外広告物を掲出する物件の劣化及び損傷の状況を確

認し、補修、除却その他必要な管理を怠らないようにし、良好な状態に保持しなければなりません。 

 

111 点検 

  屋外広告物等の表示者、設置者及び管理者に対して、屋外広告物等の点検が義務けられています。許可の要・不要を

問わず、はり紙・はり札等を除く全ての屋外広告物等が点検の対象です。 

  高さが４ｍを超え、かつ、表示面積が 10 ㎡を超える屋外広告物等（許可期間が６月以内とされるものを除く。）は、

資格を有する者等（建築士、職業訓練指導員免許所持者（広告美術科に係るもの）、屋外広告士、点検技能講習修了者）

による点検が必要となります。 

  許可を受けて表示・設置する屋外広告物等については、許可期間更新申請時に申請前３月以内に実施した点検結果を

記載した「安全点検報告書」の提出が必要となります。 

 

  

広告物協定地区の仕組み 

 

・協定の区域         （街づくり協定） 
・広告物の面積、色彩、意匠等の表示に関する事項 

・協定の有効期限 
・その他協定の実施に関する事項 

地域住民による広告物に関する協定の締結 

 

関係市町村の 

意見聴取 

認 定 

県による審査 

景観保全型広告整備地区の仕組み 

市町村の要請 

県の調査検討 

許可申請広告物の掲出者 

届出広告物の掲出者 

・どんな街並みがよいのか 

・どんな広告物がよいのか 

関係住民の意見反映 

 

・まちづくりアドバイザーの派遣

・広告物に関する情報の提出 

・広告物掲出者に対する助言等 

協定実現のための支援 

 

・景観保全型広告整備地区の区域 

・地区指定の趣旨《今後どのような広告物の掲出を図るか(基本構想)》 

・面積、色彩等の広告物表示等に関するルール 

指定案の策定 
関係市町村 
の意見聴取 

告示 
公衆の縦覧 

（２週間） 
審議会の意見聴取 指定告示 

定める内容 

指導・助言 

勧告 
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屋外広告物についての相談や許可申請の手続きは、以下の窓口で行っています。 

お気軽にお問合せください。 

１．広告物の設置許可等申請窓口                    （令和７年３月現在） 

問い合わせ先 住所／電話番号／FAX 番号 管轄 

盛岡広域 

振 興 局 

土木部 

管理課 

〒020-0023 盛岡市内丸 11-1 

TEL 019-629-6656 FAX 019-652-6924 

滝沢市、紫波町、

矢巾町、雫石町 

土木部岩手土木センター 

管理用地課 

〒028-4307 岩手郡岩手町大字五日市９-48 

TEL 0195-62-2888 FAX 0195-62-6066 

八幡平市、葛巻

町、岩手町 

県南広域 

振 興 局 

土木部 

管理課 

〒023-0053 奥州市水沢大手町１-２ 

TEL 0197-22-2881 FAX 0197-51-1405 
奥州市、金ケ崎町 

土木部花巻土木センター 

管理課 

〒025-0075 花巻市花城町１-41 

TEL 0198-22-4971 FAX 0198-22-5929 
花巻市 

土木部遠野土木センター 

管理用地課 

〒028-0525 遠野市六日町１-22 

TEL 0198-62-9938 FAX 0198-63-1088 
遠野市 

土木部北上土木センター 

管理課 

〒024-8520 北上市芳町２-８ 

TEL 0197-65-2738 FAX 0197-63-8378 
北上市、西和賀町 

土木部一関土木センター 

管理課 

〒021-8503 一関市竹山町７-５ 

TEL 0191-26-1418 FAX 0191-26-1425 
一関市※１ 

土木部千厩土木センター 

管理課 

〒029-0803 一関市千厩町千厩字北方 85-２ 

TEL 0191-52-4971 FAX 0191-51-1041 
一関市※２ 

沿岸広域 

振 興 局 

土木部 

管理課 

〒026-0043 釜石市新町６-50 

TEL 0193-25-2708 FAX 0193-21-1106 
釜石市、大槌町 

土木部大船渡土木センター 

管理課 

〒022-8502 大船渡市猪川町字前田６-１ 

TEL 0192-27-9919 FAX 0192-27-3225 
大船渡市、住田町 

土木部宮古土木センター 

管理課 

〒027-0072 宮古市五月町１-20 

TEL 0193-64-2221 FAX 0193-71-1239 
宮古市、山田町 

土木部岩泉土木センター 

管理課 

〒027-0501 岩泉町岩泉字松橋 24-３ 

TEL 0194-22-3116 FAX 0194-22-5222 
岩泉町、田野畑村 

県北広域 

振 興 局 

土木部 

管理課 

〒028-8042 久慈市八日町１-１ 

TEL 0194-53-4990 FAX 0194-61-1123 

久慈市、普代村、

野田村、洋野町 

土木部二戸土木センター 

管理課 

〒028-6103 二戸市石切所字荷渡６-３ 

TEL 0195-23-9209 FAX 0195-22-1084 

二戸市、一戸町、

軽米町、九戸村 

※１ 平成 17 年９月 19 日における一関市及び西磐井郡花泉町 

※２ 平成 17 年９月 19 日における東磐井郡の町村 

盛岡市、陸前高田市、平泉町内の場合は、同市町の条例が適用されますので、同市町へお問い合わせくださ

い。 

【盛岡市】   都市整備部景観政策課 TEL 019-601-5078 

【陸前高田市】 建設部土地活用推進課 TEL 0192-54-2111 

【平泉町】   建設水道課      TEL 0191-46-5569 

 

２．屋外広告業の登録、講習会等の問い合わせ窓口 

 岩手県県土整備部都市計画課 019-629-5892（直通） 


